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首
都
形
成
ビ
ジ
ョ
ン
で
改
定
案

首
都
形
成
ビ
ジ
ョ
ン
で
改
定
案

国
交
省

東
京
都
防
災
ま
ち
づ
く
り
強
力
に
推
進

道
路
地
下
空
間
利
用
で
検
討
委
新
設

適
切
な
負
担
の
仕
組
み
を
構
築

国
土
交
通
省
と
東
京
都
は

３
月
３
日
、
東
京
・
霞
が
関

の
中
央
合
同
庁
舎
２
号
館
会

議
室
で
第
６
回
「
災
害
に
強

い
首
都
東
京
の
形
成
に
向
け

た
連
絡
会
議
」
を
開
き
、
令

和
２
年
に
策
定
し
た
「
災
害

に
強
い
首
都
東
京
形
成
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
改
定
案
を
ま
と
め

た
。
大
規
模
洪
水
や
首
都
直

下
地
震
な
ど
に
よ
る
壊
滅
的

な
被
害
を
回
避
す
る
た
め
、

防
災
ま
ち
づ
く
り
を
強
力
に

推
進
す
る
。

当
日
は
国
交
省
と
東
京
都

の
実
務
者
が
一
堂
に
参
集
。

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
や
社

会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

現
行
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
直
し

て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で

の
取
り
組
み
を
抜
本
的
に
強

化
し
て
い
く
。

冒
頭
、
座
長
を
務
め
る
廣

瀬
昌
由
国
交
省
技
監
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
能
登
半
島
地

震
の
複
合
災
害
な
ど
を
経
て

国
土
強
靭
化
が
再
認
識
さ
れ

て
い
る
。
新
た
に
ビ
ジ
ョ
ン

を
改
定
し
、
首
都
機
能
を
守

る
対
策
を
さ
ら
に
充
実
・
加

速
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
」
と
強
調
し
た
。

改
定
案
で
は
従
来
の
水
害

対
策
と
地
震
対
策
に
加
え
、

こ
れ
ら
が
融
合
し
た
複
合
災

害
対
策
や
防
災
・
減
災
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
導
入
に

に
つ
い
て
言
及
。
ま
た

水
害
対
策
で
は
気
候
変

動
対
応
と
流
域
治
水
の

推
進
、
地
震
対
策
で
は

無
電
柱
化
、
緊
急
輸
送

道
路
の
強
靭
化
、
上
下

水
道
の
機
能
確
保
、
マ

ン
シ
ョ
ン
防
災
の
推
進

な
ど
を
追
加
し
た
。

特
に
上
下
水
道
関
係

で
は
水
道
管
の
耐
震
化

や
導
水
施
設
の
二
重
化
、
送

水
管
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ

れ
に
伴
い
内
水
氾
濫
リ
ス
ク

の
高
い
地
区
を
重
点
に
幹
線

や
貯
留
施
設
な
ど
下
水
道
基

幹
施
設
の
整
備
を
加
速
す

る
。
マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
対
策

と
し
て
接
続
部
の
耐
震
化
や

目
地
か
ら
の
土
砂
流
入
防
止

な
ど
も
打
ち
出
し
た
。

連
絡
会
議
で
は
４
月
３
日

ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
正
式
に
決
定
す

る
予
定
だ
。

国
土
交
通
省
は
３
月
２
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
特
別
会
議
室
で
第
１
回
「
道
路
地
下
空

間
利
用
の
あ
り
方
等
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
久
保
田
尚
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
大
学
客
員
教
授
）
を
開

催
し
た
。
上
下
水
道
な
ど
道
路
地
下
施
設
の
老
朽
化
に
起
因
す
る
陥
没
事
故
の
発
生
や
地
下
空
間
の
新
た
な
利
用

ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
、
安
全
・
安
心
な
道
路
空
間
の
確
保
と
適
切
な
負
担
の
仕
組
み
の
構
築
に
向
け
た
方
向
性

に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。
令
和
８
年
度
内
を
め
ど
に
中
間
整
理
を
行
う
方
針
だ
。

道
路
の
地
下
空
間
は
土
地

利
用
の
制
約
が
あ
る
都
市
部

な
ど
で
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整

備
と
生
活
の
質
的
向
上
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
。
そ
の

一
方
で
地
下
施
設
の
老
朽
化

に
起
因
す
る
道
路
陥
没
事
故

の
発
生
や
地
下
施
設
の
更
新

工
事
の
増
加
に
よ
る
交
通
へ

の
影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
国
交
省
は

学
識
者
で
構
成
す
る
検
討
委

を
新
設
し
た
。

初
会
合
で
は
同
省
の
沓
掛

敏
夫
道
路
局
長
が
冒
頭
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
昨
年
１
月
に

発
生
し
た
埼
玉
県
八
潮
市
の

道
路
陥
没
事
故
に
関
連
し
、

安
全
・
安
心
な
地
下
空
間
を

確
保
す
る
た
め
に
利
用
の
あ

り
方
な
ど
を
総
合
的
に
精
査

す
る
必
要
が
あ
る
。
将
来
に

向
け
た
検
討
を
進
め
る
た

め
、
皆
さ
ま
の
活
発
な
意
見

交
換
を
お
願
い
す
る
」
と
述

べ
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

促
し
た
。

続
い
て
久
保
田
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
「
道
路
地
下
空

間
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
収
容

す
る
不
可
欠
な
場
所
だ
が
、

施
設
の
老
朽
化
に
起
因
す
る

問
題
も
抱
え
て
い
る
。
安
全

・
安
心
な
地
下
空
間
を
確
保

す
る
た
め
、
道
路
管
理
者
や

占
用
者
の
役
割
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
各
委
員
の

知
見
を
結
集
し
、
今
後
の
方

向
性
を
議
論
し
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

議
事
で
は
道
路
地
下
空
間

利
用
の
現
状
に
つ
い
て
確

認
。
道

路
に
継

続
し
て

物
件
を

設
置
す

る
道
路

占
用
に

は
道
路

法
に
基

づ
く
道

路
管
理

者
の
許

可
が
必

要
だ
。

道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
占

用
物
件
は
通
信
管
、
水
道

管
、
下
水
道
管
、
電
力
管
、

ガ
ス
管
、
鉄
道
・
地
下
街
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
国
が
管
理
す
る

地
下
占
用
管
路
は
総
延
長
が

約
１１
万
㎞
に
の
ぼ
る
。
上
下

水
道
関
係
で
は
水
道
管
が
約

１
万
６
０
０
０
㎞
、
下
水
道

管
が
９
０
０
０
㎞
と
合
計
で

全
体
の
約
２３
％
を
占
め
て
い

る
。検

討
委
で
は
こ
う
し
た
現

状
を
把
握
し
た
う
え
で
地
方

公
共
団
体
な
ど
に
よ
る
道
路

陥
没
対
策
の
進
捗
状
況
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
今
後
の
方

向
性
を
打
ち
出
し
て
い
く
。

当
面
の
論
点
と
し
て
緊
急
輸

送
道
路
な
ど
に
お
け
る
地
下

占
用
物
の
埋
設
位
置
の
あ
り

方
、
道
路
管
理
者
と
占
用
者

の
連
携
に
よ
る
地
下
空
間
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
観

点
か
ら
の
道
路
利
用
に
関
す

る
適
切
な
負
担
の
仕
組
み
、

占
用
廃
止
後
に
施
設
を
残
置

す
る
場
合
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
議
論

す
る
。

安全・安心の確保へ安全・安心の確保へ

初会合で学識者が活発に意見交換

沓掛道路局長

久保田委員長

実務担当者が一堂に参集

廣瀬国交省技監
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